
岡谷でフォーラム 蚕
糸
業
存
続
へ
課
題
探
る

伝
統
あ
る
日
本
の
網
文
化
の
継
承
と
発
信
を
目
指
す
「
日
本
網
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
5
」
が
1
8
日
、
岡
谷
市
の
カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
な

ど
で
2
日
間
の
日
程
で
始
ま
っ
た
。
「
日
本
の
絹
文
化
を
未
来
へ
繋

ぎ
を
テ
ー
マ
に
、
初
日
は
蚕
糸
絹
の
文
化
普
及
を
図
る
大
日
本
蚕

糸
会
（
東
京
）
の
松
島
浩
道
会
頭
（
6
7
）
や
専
門
家
を
招
い
て
講
演
。

蚕
糸
業
の
衰
退
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
存
続
に
向
け
て
課
題
を
探
っ

た
。
県
内
外
の
約
1
3
0
人
が
聴
講
し
た
。
　
（
小
山
眞
由
美
）

松
島
さ
ん
（
猷
糸
朝
会
哲
ら
静
演

製
糸
業
で
日
本
の
近
代
化
を
支

え
た
同
市
、
同
博
物
館
、
N
P
O

法
人
シ
ル
ク
文
化
協
会
な
ど
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
基
調

講
演
で
は
、
松
島
さ
ん
が
．
「
日
本

蚕
糸
業
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」

と
題
し
、
養
蚕
農
家
の
高
齢
化
に

触
れ
て
危
機
感
を
示
し
た
。

・
養
蚕
農
家
の
数
や
繭
生
産
量
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
と
し
、
「
5
年
、
1
0
年
後
に
、

日
本
か
ら
蚕
糸
業
が
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
強
調
。
国
産
生
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大
日
本
蚕
糸
会
の
松
島
浩

道
会
頭
が
講
演
し
た
日
本

縞
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

糸
を
守
る
た
め
に
、
高
品
質
の
繭

を
生
産
し
て
製
品
化
し
、
消
費
者

に
絹
製
品
を
適
正
な
価
格
で
購
入

し
て
も
ら
う
な
ど
、
日
本
の
蚕
糸

業
を
享
見
る
仕
組
み
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
と
訴
え
た
。

会
場
で
は
、
同
市
湊
の
日
本
画

家
花
岡
部
褒
さ
ん
が
、
絵
を
絹

の
布
に
描
く
「
絹
本
日
本
画
」
8

占
甚
展
示
。
絹
本
画
の
魅
力
や
作

品
制
作
へ
の
思
い
、
作
家
と
し
て

歩
ん
で
き
た
道
の
り
に
つ
い
て
の

講
演
も
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
今
年
7
回
目
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
原
田
声
文
実

行
委
員
長
は
「
絹
の
文
化
、
伝
統

を
絶
や
す
わ
け
に
い
か
な
い
。
後

世
に
残
さ
な
け
れ
ば
」
と
力
を
込

めた。き
ょ
う
近
代
化
産
業

遺
産
巡
る
見
学
会

1
9
日
は
、
製
糸
業
の
歴
史
を
伝

え
る
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
を
中

心
に
、
旧
山
一
▼
林
阻
製
糸
事
務

所
、
丸
山
タ
ン
ク
、
照
光
寺
の
蚕

霊
供
養
塔
な
ど
を
巡
る
見
学
会
を

行う。


